
2014 年 2 月 25 日：読売新聞就活記事 「グループ討論どう臨む」        井田 晃 

 「日頃の準備行動」、「本番での対応」、「まずい対応」について箇条書きに示しています。 

本番での対応に関し、 

① テーマが曖昧な場合、具体的に何を討論するか確認し合う。 

② 全体の時間配分を決め、予備の時間もとっておく。  

③ ゆっくりと大きな声で、身振り手振りを交えて笑顔で話す。  

④ 話すときは最初に結論、理由を添える。  

⑤ 他人の意見に耳を傾ける。発言に対して質問をするとよい。  

⑥ 意見を出していない人に発言を促す。  

⑦ 出た意見を比べるなど討論の方向性を整理する。  

⑧ 異論がある人にも納得してもらえる結論をまとめる。 

その他、記事の小見出しには、 

 発言は論理的に。 得意な役割把握（司会？書記？）。 

とあり、日頃から意識しておくことが大事です。 

 


